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〈 概要〉発表者 らは、普段見慣れ て い るよ うな色で はな く、「利休鼠」、「鶯茶 」 とい っ た 日本古

来の伝 統色 を表示 で きる色彩 ソ フ トウ ェ ア の 開発 を行 っ て い る。 本報告で は、普段触れ る機会の

な い 日本の伝 統色 に 関す る ソ フ トウ ェ ア版の 色見本帳などを生徒 （学生）達 に提供す るこ とで色

に対する興味が生 まれ ると考え て い る 。 本ソ フ トウ ェ アの 機能の充実 を図 る ことで 、 生徒達の 感

性を磨 く色彩教育 を初め 、総合学習 ・生涯 学習など の 教育分野で の 活用 を目指 して い る 。
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1 ．は じめに

　本研究の 目的は、日本 の 伝統色 を表示す る中

で コ ン ピ ュ
ー

タ を楽 し く操作す る こ とで 学生

（生徒）達に コ ン ピュ
ータその もの に興味を持

ち、か つ 日本の 伝統色 に も興味 を持た せ る よ う

な色彩ソ フ トウ ェ ア の 開発に ある 。 本 ソ フ トウ

ェ ア は、以下の コ ン セ プ トで 開発 を行 っ て いる 。

1）日本の 伝統色を対象 に する 。

2）表示 した色の名称 ・解説な どを提示す る 。

3）直感的な理解 や操作が可 能な ユ
ーザ イ ンタ

　 フ ェ
ース を考慮する 。

4）教育的 な効果を配慮する

Visual　 Basic6．0 を採用 した 。
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2 ．ソ フ トウ ェ ア 構成

　本 ソ フ トウ ェ ア の ソ フ トウ ェ ア構 成を図 1

に示 す。プ ロ グラ ム を実行す る と初期画 面 とな

り、系統別 に 7 項 目に分類した 「色見本帳」、

十 二 単など の 配色 を扱 う 「配色ア シ ス ト」、日

本の 伝統色 を時代別に分 けて 表示す る 「時代」

および日本 の 伝統色 を 12 項 目の トーン に分類

す る 「ト
ー ン 」 の 各メ ニ ュ

ーが指定で きる 。

　な お、本 ソ フ トウ ェ ア で は開発言語 と し て 、

緬

図 1 ソフ トウ ェ ア構成概略

3 ．実行 例

　図 2 に 「色見本帳」 の 実行例 を示す 。 色見本

帳は、系統別に 赤、茶、黄、緑など 7 項目に 分

か れた コ ン ボ ・ボ ッ ク ス を選択す る こ とで、実

行 画面 に 色名 ・読み 方 ・色票 ・解説 ・RGB 表

示
・

ト
ー

ン （JIS一般色名）の 各情報が表示 さ

れ る 。

　図 3 に 「配色ア シ ス ト」 の 実行例 を示す 。 配

色ア シ ス トは 、コ ン ポ ・ボ ッ クス か らイメージ

を選択す るこ とで 、その イメ ージ に 対応 し た 6

色が 実行画面 に 表示 される。こ こ で は、12 単
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な どの 配色に使われ るもの を採用 した 。

　なお、図 3 の 例で は、「雅」 と い うイメージ

を選択 し て い る 。

繕 州羹

図 2 色 見本帳実行例

図 3 配 色ア シス トの実行例

　 これ以外に 、「時代」
・「トーン 」がある。

　 「時代」 は、色見本帳に表示 され る 日本の

伝統色を奈 良時代 前期か ら昭和初期まで に つ

い て 13 期に 分 けて 表示するもの で ある 。

　 「ト
ーン 」 は、色見本帳 に 表示 され る色 を

12 項 目の トーン 別 （さえた 、あざや か など）

に 分け て 表示す る もの で ある。

　本 ソ フ トウ ェ ア で は、こ の 2 つ の メ ニ ュ
ー

に よる表示 も可 能で あるが 、紙面 の 関係 で割愛

した 。

4 ．効果

　本 ソ フ トウ ェ ア を光成ゼ ミ所属の 3 年生 （16

名）・4 年生 （14 名 ）に利用 させ たと こ ろ、日

本の 伝統色に 対 して 学生た ち の 興味 を持 つ も

の が多 く、 さらに内部プ ロ グラム に対 して も興

味 を持た せ る こ とが で きた 。一部の 学生には 、

卒業論文の テ ーマ に取 り入れるもの を現れた 。

　市販 されて い る色彩 ソ フ トウ ェ ア とは違い 、

本ソ フ トウ ェ ア 内 の プ ロ グラ ム を総て 見る こ

とが出来るの で 、プ ロ グラ ム に興味 を持 っ て い

る生徒達の 指導に も使 うこ とがで きる もの と

思われる 。

5 ．まとめ と今後の 課題

　 日本の伝統色に関 して、色見本帳 ・
配 色ア シ

ス ト・時代 ・ト
ー

ン と限定 したこ とで 、 本研究

の 目的 で ある 日本 の 伝 統色の 色彩 ソ フ トウ ェ

ア の 試作版 を作成する こ とがで きた 。 本 ソ フ ト

ウ ェ ア は、専 門家 だけで な く生徒達の 総合学

習 ・体験学習、一般 の方の 生涯学習な どでの 利

用が可能 で あると思われ る 。

　今後の課題 として は、本 ソ フ トウ m ア に色を

通 して 日本の 歴史 ・文化 に触れ るよ うな項 目を

付加 する こ と試み た い 。
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